








令和4 年 火災・救急状況 

■ 市内の火災件数・原因（前年同月比）＜令和４年１月１日から９月 30 日まで＞ 

火災原因のうち最も多いのは「たばこ」次いで「放火」 

 
 

■ 区内の火災件数・原因（前年同月比）＜令和４年１月 1 日から９月 30 日まで＞ 

 令和４年 令和３年 増減 
火災件数 16 件  22 件  △６件  

種
別 

建物 8 件  19 件  △11 件  
車両 ３件  ２件  １件  
その他 ５件  １件  ４件  

主
な
出
火
原
因 

電気機器 ４件  １件  ３件  
たばこ ２件  １件  １件  
こんろ ３件  ３件    
電灯・電話等の配線 １件  １件   
放火（疑い含む） １件  ３件  △２件  

焼損面積 ３㎡  287 ㎡  △284 ㎡  
死者数 ０人  １人  △１人  

負傷者数 ２人  ４人  △２人  

■ 区内の火災（９月発生分） 

① ９月 11 日（日）磯子区下町（建物火災） 

 

 

355 310

2
0

47
48

132
108

令和3年 令和4年

市内火災件数・種別
建物火災 船舶火災 車両火災 その他

磯子区連合町内会長会議資料 
令 和 ４ 年 1 0 月 1 7 日 
磯 子 消 防 署 

たばこ
27%

放火
23%

電気機器
21%

こんろ
20%

配線
9%

たばこ 放火 電気機器
こんろ 配線

累計 536 件 
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＜令和４年１月１日～令和４年９月 30 日＞ 

■ 区内の救急件数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

救急車の適正利用にご協力ください！ 
 

本年中の救急出場件数は、市内、区内ともに昨年中と比べ増加しています。 
救急車は、事故による大けがや命に関わる病気で緊急に医療機関へ搬送する時に利用す

るものです。しかし、近年、極めて軽い症状や、通院のためなどのタクシー代わりと思わ
れる救急要請もあります。このことにより、一刻も早く救急搬送が必要な人への対応が遅
れることがあります。 

このままでは、救える命も救えなくなるかもしれません。真に救急車を必要として

いる人のために、救急車の適正利用について、皆様のご協力をお願いします。 

 
 
 

急な病気やけがで救急車を呼ぶか迷ったら‥ 
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区内   8,303件（昨年比 1,422件増） 
市内 182,021件（昨年比 30,257件増） 
 

 
■横浜市救急相談センター 
☎＃7119 または☎045-232-7119 
（年中無休、24 時間対応） 
 
・救急車を呼ぶべきか 
・医療機関へ行くべき症状なのか 
・どこの医療機関で受診できるか 

 
■横浜市救急受診ガイド 
パソコンやスマートフォンで、急な病
気やけがの緊急性や受診の必要性を確
認できます。 
 
 横浜市救急受診ガイド   検索 



 
 

消磯総第 537 号  
令和４年 10 月 17 日  

 
自 治 会 町 内 会 長  様   

 
磯 子 消 防 署 長  

 
 

令和４年度「火災予防運動ポスター」の掲示について（依頼） 

 
 
 仲秋の候 ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 
 また、日頃から消防行政に御理解･御協力いただき、誠にありがとうございます。 
 さて、磯子消防署では、火災予防思想の一層の普及を図るため、令和４年度磯子区安全・

安心まちづくりポスターコンクール・火災予防部門・最優秀作品をデザインとした「火災予

防運動ポスター」を作成しました。 
 つきましては、別添の「火災予防運動ポスター」について、掲示板への掲示をお願いいた

します。 
 
１ ポスター掲示期間 

  令和４年 11 月１日（火）から令和５年３月７日（火）まで 
※秋の火災予防運動 令和４年 11 月９日（水）から令和４年 11 月 15 日（火）まで 

※春の火災予防運動 令和５年３月１日（水）から令和５年３月７日（火）まで 

 
２ その他 

  御不明な点は、担当までお問い合わせください。 

【問合せ】 
 磯子消防署総務・予防課  
 担当 山下・加藤 
 電話･FAX 753-0119 
 e-mail sy-isogo-yobo@city.yokohama.jp 

磯子区連合町内会長会資料  
令和４年 10 月 17 日 
磯 子 消 防 署 





 

 
 
 
 

「（仮称）よこはま防災パーク」の創設に向けた市民意見募集の実施について 

 

１ 背景・趣旨 

地域住民の皆様への防火防災指導は、本市独自の家庭防災員制度や消防職員が地域に出

かけて行う防災訓練会等により推進してきましたが、高齢化等の社会構造の変化やコロ

ナ禍による影響等から、参加者の減少や固定化といった課題を抱えており、これまでの実

施手法のままでは、より多くの方に防災に必要な知識を提供することが困難な状況とな

っています。 

こうした状況やデジタル化による社会生活の急速な変化を踏まえ、時間や場所にとらわ

れず、ウェブサイト上で動画等のコンテンツにより防災を学べる「（仮称）よこはま防 

災パーク」を創設します。 

また、11 月から 12 月にかけて市民意見募集を実施します。 
 
２（仮称）よこはま防災パークの概要 

(1) 目的 

いつでも、どこでも、誰でも、災害へ備えるうえで必要となる知識や技術を気軽に学

び、市民一人ひとりの防災力が向上して、いざという時の適切な行動につなげることで 

自助の裾野を広げる。 

 (2) 学習方法：ウェブサイト上から自由に学習 

  (3) 内容 

ア 自主学習：短編動画の視聴により防火・防災に関する知識を学習 

＜自主学習の内容（案）＞ 
 

  

 

 

 

 

 

    

 

イ 効果確認：動画視聴後、ウェブサイト上で効果確認テストを実施 

＜自主学習ページのイメージ＞     ＜効果確認テストのイメージ＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース 内容 

一般 
火災、地震、風水害ごとに、災害の危険性、事前の予防対策、災害発生時の適切
な行動等を学ぶ。 
また、ケガの予防対策や心肺蘇生法など、救急時の対応を学ぶ。 

子ども 幼児、小学生、中学生が、災害時の適切な行動を楽しみながら学ぶ。 

事業所 
防火管理者や責任者が、消防用設備等の使用方法や避難誘導など、事業所の安
全を守るための知識を学ぶ。 

地域 
自治会・町内会やマンション管理組合等の「町の防災組織」が、訓練の実施手法
や活動に必要な知識を学ぶ。 

市 連 会 説 明 資 料 
令 和 ４ 年 1 0 月 1 2 日 
消 防 局 予 防 課 

裏面あり 



 

 
 
 
 

ウ 実技：「一般コース」の効果確認テストを修了された方に対して実技講習を実施 

   ※ウェブサイト上で申し込み、横浜市民防災センターや消防署で受講 
    
   ＜実技講習の内容（案）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 受講促進 

(1) 広報よこはま等の広報紙、ツイッターや横浜市公式 LINE 等の SNS、出初式や防災 

フェアのほか、各区局・消防署が行う防災イベント等、あらゆる機会を通じて、広く市

民の皆様へ PR していきます。 

(2) 横浜市町内会連合会や各区連合町内会の定例会等を通じて、地域住民の皆様へ受講促

進をお願いさせていただきます。 

  

４ 防火防災指導に係る既存事業の今後の取組 

(1) 家庭防災員制度については、近年、研修受講者数や自主活動等の減少が顕著となって 

いるほか、家庭防災員の推薦事務を依頼している自治会町内会にご負担をおかけしてい 

ることも踏まえ、「（仮称）よこはま防災パーク」の創設とあわせて、見直していきたい 

と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 消防職員が地域で行う防災訓練会については、参加者の固定化等の課題があるもの 

の、地域の皆さまが集まって、実際に消火器の取扱や心肺蘇生法などを実技として学ぶ 

機会があることや、共に防災を学ぶことで顔の見える関係が構築されるなど、得られる 

効果は大きいと考えています。「（仮称）よこはま防災パーク」の活用をご案内する一方、 

これまでの防災訓練会等も、地域の要望に応じて実施させていただくこととしており、 

地域の皆様からのニーズに柔軟に対応していきます。 

 

５ 市民意見募集  

 (1) 募集期間：11 月中旬から約１か月間 

(2) 意見提出方法：郵送、FAX、電子メール、持ち込み 

 

６ 今後のスケジュール 

  令和４年 12 月～３月：コンテンツ制作、システム構築/令和５年４月：市民利用開始   

     

 
 

 
 

  
  

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

コース 火災 地震 風水害 救急 

内容 

消火器取扱 
煙からの避難体験 

地震体験 
水災害体験 

マイ・タイムライン 
心肺蘇生法 
AED 体験 

    

【家庭防災員制度の見直し（案）】 

 「（仮称）よこはま防災パーク」の一般コースは、家庭防災員の研修内容を基本とし、誰で

も自由に受講できることから、家庭防災員研修受講者の推薦事務は廃止し、家庭防災員の新

規募集は行わないこととします。 

 引き続き、家庭防災員の活動を継続していただける方々には、消防署として当該活動の支援

に努めてまいります。 

 

















    
 

環 創 み 第 1 0 2 5 号  

令和４年 10 月 17 日  

各自治会・町内会長様                                     
 

 

 

 

 

 

 

横浜みどりアップ計画[2019-2023] 

３か年[2019(令和元)～2021(令和３)年度]の実績概要リーフレット作成の 

ご報告等について 
 

 

 

（１）横浜みどりアップ計画[2019-2023]３か年[2019(令和元)～2021(令和３)年度]の 

実績概要リーフレット作成のご報告について【資料１】 

 

（２）「これからの緑の取組」素案の市民意見募集について（12 月下旬から実施予定） 

【参考資料】 

 

 

 

 

 

【問合せ】 

 資料１に関すること 

□横浜みどりアップ計画の実績に関すること 

環境創造局みどりアップ推進課 TEL：671-2712  FAX：224-6627 

□横浜みどりアップ計画に関すること 

環境創造局政策課 TEL：671-4214  FAX：550-4093  

□横浜みどり税に関すること 

財政局税務課 TEL：671-2253  FAX：641-2775 

 

               参考資料に関すること 

               □これからの緑の取組」素案の市民意見募集に関すること 

環境創造局政策課 TEL：671-4214  FAX：550-4093  

 

横浜市環境創造局 
みどりアップ推進課長 坂井 和洋 
政策課みどり政策調整担当課長 岩間 隆男 
横浜市財政局 
税務課長 江口 昌克 

区連会 10 月定例会説明資料 

環境創造局みどりアップ推進課 





横浜みどりアップ計画市民推進会議の活動

お問合せ

令和4年10月発行　横浜市環境創造局みどりアップ推進課

横浜みどりアップ計画では、市民の皆様に緑を身近に感じていただけるよう、
緑にふれる空間づくりやイベント開催を多数行っています。また、市民の
皆様の緑や花を守り増やす取組をサポートする制度を設けています。
ぜひ皆様も緑にふれ、横浜のみどりアップを体感してください。

横浜みどりアップ計画市民推進会議は、公募市民や学識経験者などから構成されている
附属機関です。横浜みどりアップ計画の取組の検証や、現地調査を行い、評価・提案を
報告書にまとめているほか、広報誌「みどりアップAction」を発行しています。 

＼市民の皆様の参加をお待ちしています／

みどりアップを体感しよう
＼みどりアップを楽しもう！／

イベント・体験のスポットをご紹介します

横浜みどり税を財源の一部に活用

3か年  の実績  概要 ［2019（令和元）～2021（令和3）年度の実績］

［2019ー2023］

山下公園（中区）森づくり体験会（青葉区）

緑の減少に歯止めをかけ、「緑豊かなまち横浜」を次世代に継承するため、「横浜みどり税」を
財源の一部として活用しながら、「横浜みどりアップ計画［2019-2023］」を進めています。

このリーフレットは、2019（令和元）～2021（令和3）年度に実施した事業の実績を、概要としてまとめたものです。

「みどりアップAction」

「横浜みどりアップ計画」について
環境創造局政策課　TEL.045-671-4214　FAX.045-550-4093

「横浜みどりアップ計画」の各事業について
環境創造局みどりアップ推進課　TEL.045-671-2712　FAX.045-224-6627
「横浜みどり税」について
【個人市民税】 各区役所税務課または財政局税務課
【法人市民税】 財政局法人課税課

TEL.045-671-2253　FAX.045-641-2775
TEL.045-671-4481　FAX.045-210-0481

実績報告書はHPをご覧ください
区ごとの実績もご覧いただけます

詳しくはHPを
ご覧ください

詳しくはHPを
ご覧ください

＼みどりアップの活動に参加しよう！／
市民の皆様が活用できる制度を一部ご紹介します

詳しくはHPを
ご覧ください

ほかにも、18区役所で
様々な取組を行っています

散策など森にふれる
イベントやスポット
ウェルカムセンター（５か所）
市民の森／ふれあいの樹林など
市民の森ガイドマップ／森づくり体験会

農畜産物の直売など農にふれる
イベントやスポット
収穫体験農園／市民農園
直売所／マルシェ
よこはま地産地消サポート店

まち歩きなど緑や花にふれる
イベントやスポット
花の見どころカレンダー
ガーデンネックレス横浜／里山ガーデン
フェスタ／都心臨海部等の緑花

募集時期制度内容制度名

団
体・個
人
向
け

① 地域緑のまちづくり

② 人生記念樹の配布

③ 名木古木の保存

④ 森づくり活動団体への支援

⑤ 森づくりボランティア

⑥ 地産地消ビジネス創出支援事業

⑦ 子どもを育む空間での
　 緑の創出・育成
⑧ 公開性のある緑空間の
　 創出支援

4～6月

通年

指定申請：例年６月まで
助成申請：例年１月まで

お問い合わせください

登録は通年

11月（予定）

例年１月末まで

例年１月末まで

地域が主体となり、住宅地や商店街、オフィス街で緑を創出する
計画をつくり、市と協働で緑化を進めます（費用助成あり）
出生、入学、還暦などの人生の節目を記念して、
市内で生産された苗木を希望者に無料で配布（年２回）します
古くから親しまれてきた故事、来歴などのある樹木を
指定して所有者の維持管理を費用助成などで支援します
市民の森や都市公園内の樹林で活動する団体を対象に
森づくりに必要なサポート(道具の貸出しなど)を行います
森づくり活動団体が市と協働で行っている市内の森を育む
体験会や研修会に参加できます
地産地消に関するビジネスプランをつくる講座を開催し、
選定された事業に対して費用を補助します
園庭・校庭の芝生化やビオトープの整備、花壇づくり、
屋上緑化などの費用助成や技術サポートを行います
駅前や都心部などの多くの人が訪れる公開性のある民有地
（市街化調整区域を除く）において、法令等で定める基準以上
の緑化を行う場合に費用を助成します

事
業
者・学
校
等
向
け

みなとみらい農家朝市（西区）

農を感じる場をつくる 緑や花をつくる森を育む

横浜の緑、育っています！

山下公園（中区）

折本農業専用地区（都筑区）

みなとみらい農家朝市（西区）

折本農業専用地区（都筑区）

横浜みどりアップ計画

森づくり体験会（青葉区）

森にふれる 農にふれる 緑や花にふれる

横浜自然観察の森（栄区） 農ある横浜あぐりツアー（泉区） 港の見える丘公園（中区）













５ 各区の実績 

磯子区 

 
横浜みどりアップ計画 ３か年（2019～2021 年度）の事業・取組の評価・検証 ５-59

指定した樹林地における維持管理の支援 

○維持管理の助成 15 件 

 2019 年度 4 件 岡村四丁目、中原四丁目、氷取沢町、峰町 

 2020 年度 4 件 岡村三丁目、上町、峰町、森二丁目 

 2021 年度 7 件 岡村一丁目、岡村二丁目（２件）、上町、上中里町、峰町、森五丁目 

 

 

計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

 

特定農業用施設保全契約の締結 

○特定農業用施設保全契約の締結 1 件 

 2020 年度 1 件 氷取沢町 

 

農景観を良好に維持する活動の支援 

○まとまりのある農地を良好に維持する団体の活動への支援 

・農地縁辺部への植栽 3 件 

 2019 年度 1 件 氷取沢畑地かんがい組合 

 2020 年度 1 件 氷取沢畑地かんがい組合 

 2021 年度 1 件 氷取沢畑地かんがい組合 

・土砂流出防止対策 1 件 

 2020 年度 1 件 氷取沢畑地かんがい組合 

 

様々な市民ニーズに合わせた農園の開設 

○様々なニーズに合わせた農園の開設 0.03ha 

・市民農園 

 2019 年度 0.03ha 氷取沢町 

 

地産地消にふれる機会の拡大 

○直売所・青空市等の支援 2 件 

・青空市・マルシェ等 

 2020 年度 1 件 杉田野菜直売所 

 2021 年度 1 件 杉田野菜直売所 
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計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 

 

公共施設・公有地での緑の創出・育成 

○緑の創出 2 か所 

 2020 年度 2 か所 洋光台西公園、横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 

○緑の維持管理 15 か所 

 2019 年度 5 か所 磯子区庁舎、市道新杉田第 117 号線、滝頭コミュニティハウス、

社会教育コーナー、杉田臨海緑地 

 2020 年度 4 か所 磯子区庁舎、市道新杉田第 117 号線、滝頭コミュニティハウス、

横浜市社会教育コーナー 

 2021 年度 6 か所 磯子区庁舎、市道新杉田第 117 号線、滝頭コミュニティハウス、

横浜市社会教育コーナー、杉田臨海緑地、横浜市脳卒中・神経脊椎

センター 

 

街路樹による良好な景観の創出・育成 

○良好な維持管理  

 2019 年度  磯子産業道路、横浜逗子線（栗木-釜利谷）ほか 計1,128本 

 2020 年度  洋光台第５号線（洋光台六丁目第三公園東側）、洋光台通り（洋光

台南公園西側）ほか 計1,109本 

 2021 年度  洋光台第183号線（上中里団地）、環状3号線ほか 計906本 

 

建築物緑化保全契約の締結 

○建築物緑化保全契約の締結 4 件 

 2019 年度 3 件 上中里町、汐見台、森二丁目 

 2021 年度 1 件 洋光台五丁目 

 

名木古木の保存 

○名木古木の保存 

・新規指定 

 2019 年度 11 本 磯子三丁目（3本）、峰町（8本） 

 2021 年度 2 本 森二丁目（2 本） 

・維持管理の助成 

 2019 年度 4 本 杉田二丁目（2本）、原町（2本） 

 2020 年度 1 本 磯子三丁目 

 2021 年度 4 本 栗木二丁目、西町（3 本） 

 

  



５ 各区の実績 

磯子区 
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地域緑のまちづくり 

○地域緑のまちづくり事業に関する協定の締結 1 地区 

・新規 

 2019 年度 1 地区 磯子３丁目地区 

・継続 

 2019 年度 3 地区 磯子・岡村地区、汐見台２丁目地区、洋光台五街区周辺地区 

 2020 年度 2 地区 磯子３丁目地区、洋光台五街区周辺地区 

 2021 年度 1 地区 磯子３丁目地区 

 

地域に根差した緑や花の楽しみづくり 

○緑や花を身近に感じる各区の取組 

 2019 年度  はまぎんこども宇宙科学館でのガーデンベア立体花壇の設置 

 2020 年度  ＪＲ洋光台駅前における立体花壇の設置 

 2021 年度  公園愛護会周知サインの設置、区の花 PR を目的とした区内の公園愛護会

及び指定管理者への種配布 

○地域の花いっぱいにつながる取組 

 2019 年度  花の種の配布、花苗などの配布（坪呑公園ほか 17 か所） 

 2020 年度  球根などの配布（泉谷公園ほか 27 か所） 

 2021 年度  球根などの配布（泉谷第二公園ほか 29 か所） 

 

人生記念樹の配布 

○人生記念樹の配布 989 本 

 2019 年度 388 本  

 2020 年度 261 本  

 2021 年度 340 本  

 

保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成 

○緑の創出 7 か所 

 2019 年度 2 か所 浜小学校、汐見台中学校 

 2020 年度 2 か所 さわの里小学校、浜小学校 

 2021 年度 3 か所 梅林小学校、洋光台第四小学校、杉田小学校 

○緑の維持管理 10 か所 

 2019 年度 4 か所 滝頭保育園、洋光台第二保育園、岡村小学校、根岸中学校 

 2020 年度 4 か所 滝頭保育園、洋光台第二保育園、岡村小学校、根岸中学校 

 2021 年度 2 か所 洋光台第二保育園、岡村小学校 

 

 

  

※過年度の報告書から本数を修正しました。 
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横浜みどりアップ計画 ３か年（2019～2021 年度）の事業・取組の評価・検証 ５-62

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保全した樹林地の整備 
（氷取沢市民の森） 

緑地保全制度による新規指定 
緑地保存地区（森二丁目） 

農景観を良好に維持する活動 
（氷取沢畑地かんがい組合） 

地域緑のまちづくり 
（磯子３丁目地区） 

建築物緑化保全契約の締結 
（洋光台五丁目） 

青空市・マルシェ等 
（杉田野菜直売所） 



 

 

 

 

「これからの緑の取組」素案の市民意見募集について （12 月下旬から実施予定） 

 

 

横浜市では、緑の減少に歯止めをかけ、「緑豊かなまち横浜」を次世代に継承するため、

財源の一部に「横浜みどり税」を活用し、令和５年度末を計画期間とする「横浜みどりアッ

プ計画」に取り組んでいます。 

緑の保全や創造は、長い時間をかけて継続的に取り組む必要があることから、本市では、

これまでの取組の成果を踏まえ、令和６年度以降に重点的に取り組む「これからの緑の取組」

について検討を進めています。 

今後「これからの緑の取組」素案をとりまとめ、12 月に公表するとともに市民の皆様へ

の意見募集を予定しています。なお、素案の内容や意見募集の期間等は、横浜市ホームペー

ジ、広報よこはま等で改めてお知らせします。 

 

 

〇 スケジュール（予定） 

    令和４年 12 月下旬 「これからの緑の取組」素案の公表、市民意見募集の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「これからの緑の取組」に関するお問合せ先】 

環境創造局政策課  

TEL：(671)4214 FAX:(550)4093 

E-mail：ks-mimiplan@city.yokohama.jp 

参考資料 

意見募集の方法 

素案（概要版）及び意見募集用紙を各区役所や市民情報センター、駅・主要な公

共施設のＰＲボックスに配架するとともに、横浜市ホームページに掲載予定です。 

【 期 間 】 令和４年 12 月下旬 ～ 令和５年１月下旬 

【 提 出 方 法 】 郵送・ＦＡＸ・インターネット 

 

※素案（本編）は、意見募集期間中に以下の場所での閲覧を予定しています。 

  ①各区役所 
  ②市民情報センター（市庁舎 3 階） 

  ③横浜市環境創造局のウェブサイト 

 

mailto:ks-mimiplan@city.yokohama.jp


 

 

 

 

バッテリーの取り外せない充電式小型家電の出し方について（お願い） 

 

 

今年度、コードレス掃除機やロボット掃除機などの充電式小型家電のバッテリーを原因と

した収集車の火災が急増しています。 

バッテリーに使用されるリチウムイオン電池は、圧力や強い衝撃を受けると発熱・発火す

る恐れがあるため、充電式小型家電を「燃やすごみ」の日に出す際は、バッテリーを取り外

すようお願いしています。 

しかし、バッテリーを取り外せない小型家電も多いため、それらが生ごみ等と同じ袋に混

ぜて出され、収集車の中で押しつぶされることで火災が起きていると考えられます。 

つきましては、火災が起こらないよう、バッテリーの取り外せない小型家電については、

燃やすごみとは別の袋で「燃やすごみの日」に出していただくようお願いする旨をご案内し

たチラシを作成いたしましたので、自治会町内会掲示版への掲出をお願いいたします。 

 

 

 １ バッテリーの取り外せない小型家電の出し方 

   これまで：燃やすごみの日に、燃やすごみ（生ごみ等）と同じ袋で集積場所へ 

     ↓ 

   これから：燃やすごみの日に、燃やすごみ（生ごみ等）とは別の袋で集積場所へ 

   ※バッテリーのない小型家電は、これまでの出し方でお出しいただけます。 

 

２ 資料（裏面） 

  バッテリーの取り外せない小型家電の出し方チラシ 

 

 

 

担当：業務課資源化係 

電話：671-3819    

FAX ：662-1225     

市連会 10 月定例会説明資料 

令 和 ４ 年 1 0 月 1 2 日 

資 源 循 環 局 業 務 課 



バッテリーの取り外せない
小型家電 は

資源循環局からのお願い

燃やすごみとは別の袋で

燃やすごみに
混ぜないで！

お問合せ先：資源循環局 各区収集事務所

「燃やすごみの日」に出してください

バッテリーが収集車内で

強い圧力を受けて発火

バッテリーによる収集車の火災が多発しています

バッテリーの取り外せない充電式小型家電（例）

燃やすごみとは別の袋で「燃やすごみの日」に
一番長い辺が50㎝以上のものは「粗大ごみ」(金属製品の場合30㎝以上)

※バッテリーの付いていない小型家電は、 詳細は↓↓
燃やすごみに混ぜて出すことができます。

※バッテリー・モバイルバッテリーは、家電量販店や
区役所等にある黄色い回収缶に出してください。

コードレス掃除機 ロボット掃除機 電動工具 電気シェーバー 手持ち扇風機

30×15㎝未満の小型家電は
区役所等に設置された

ピンクの回収箱に入れて

リサイクルにご協力ください！



 

 

 

年末年始のごみと資源物の収集日程について 

 

本年度の年末年始のごみと資源物の収集は以下のとおり行いますので、自治会町内会長様

へお知らせをさせていただきます。（詳細は、裏面資料参照） 
本年度は、燃やすごみの収集日が「火・土曜日」の地域について、年末と年始の収集の間

隔が１週間以上空いてしまうため、臨時収集日を設けます。例年とは異なる収集日程となり

ますので、ご留意ください。 
 なお、日程をお知らせするためのチラシの班回覧については、自治会の負担軽減の観点か

ら前年同様中止させていただきます。 
 また、班回覧の中止に伴い、自治会町内会掲示版へのチラシ掲出をお願いいたします。掲

示板用チラシにつきましては、11 月下旬に各自治会・町内会へ配送させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 
 

 

１ 年末年始の収集日程について 

(1) 12月 31日（土）から１月３日（火）まで、収集をお休みさせていただきます。 

(2) ｢燃やすごみ｣の収集日が｢火・土曜日｣の地域は、以下の日程で臨時収集を行います。 

12月 29日（木）、１月５日（木） 

 

２ 広報について 

(1)  自治会町内会掲示板へのチラシ掲出 

※11月下旬に各自治会町内会へ配送させていただきます。 

(2)  各集積場所に収集日程表を貼付 

(3)  広報よこはま12月号（市版） 

(4)  ごみ収集車によるアナウンス 

(5)  市・局ホームページ 
 
３ 資料（裏面） 

年末年始のごみと資源物の収集日程 
 
 
 
                     担当：業務課計画係（収集日程に関するお問合せ） 
                     業務課運営係（広報に関するお問合せ） 

                    電話：671-2551（計画係）、671-3815（運営係） 

FAX ：業務課 662-1225 

市連会 10 月定例会説明資料 

令 和 ４ 年 1 0 月 1 2 日 

資 源 循 環 局 業 務 課 



月・金曜日が
収集日の地域

火・土曜日が
収集日の地域

２７日（火） 通常収集日

２８日（水）

２９日（木） 臨時収集日
３０日（金） 通常収集日
３１日（土）
１日（日）
２日（月）
３日（火）

４日（水）

５日（木） 臨時収集日
６日（金） 通常収集日

７日（土） 通常収集日

８日（日）

令和4年度　横浜市資源循環局

12
月

１
月

プラスチック製
容器包装

缶・びん・
ペットボトル

小さな金属類

 　　　　収集はお休みです
　　　　　※ごみと資源物を絶対に出さないでください。

※ ごみと資源物は、各収集日の 朝８時まで にお出しください。

（年末年始の期間は、通常と収集時間が変わることがあります。）

年末年始のごみと資源物の収集日程

※ 古紙・古布等の、「資源集団回収」の日程については、
実施している自治会・町内会等か、回収業者へ直接お問合せください。

※分別されていないものは
収集できません。

「ヨコハマ３Ｒ夢！」
マスコットイーオ

スリム

１２月３1日(土)から１月３日(火)まで、

収集はお休みさせていただきます。

※分別されていないものは
収集できません。

燃やすごみ
燃えないごみ ・ スプレー缶 ・ 乾電池

通常の曜日どおり
収集します

通常の曜日どおり
収集します

※12月のお申込みは特に混み合い、
年内の収集にお伺いできない場合がございます。

又は、インターネットで 「横浜市 粗大ごみ」 と検索

また、燃やすごみの収集日が

火・土曜日の地域は臨時収集を行います。

12月29日(木) 及び １月５日(木)

粗大ごみのお申込みについてはこちらから
横浜市 粗大ごみ

２次元コード

収集日程を

お確かめの上、

ルールを守って

お出しください。

電話でのお申込みは１２月３１日（土）から１月３日（火）までお休みします。粗大ごみの申込み
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